
日本住宅会議  2007 年度総会 

メイン・テーマ「新しい公共住宅の可能性」 

■ 日  時：  ２００７年年１２月 8日（土） １３時から開場 

■ 開  場： 大阪市立大学・学術情報センター文化交流室 

大阪市住吉区杉本町３－３－１３８（JR 大阪駅から４０分） 

ＪＲ阪和線「杉本町（大阪市立大学前）駅」下車、東へ徒歩約５分 

■ 参加費： 会員 ５００円 学生５００円 非会員１０００円 

【プログラム】 

■日本住宅会議総会  １３：１５～１３：４５ 

 

■ 基調講演・コメント・討論 １４：００～１７：１５ 

１４：００～１４：１５                             

 総合司会：小伊藤亜希子（大阪市立大学准教授）  

住田先生の紹介 海老塚良吉（法政大学現代福祉学部兼任講師）    

１４：１５～１５：１５ 

■基調講演：『２１世紀の住宅政策の構図 ― 公共住宅の方向を探る』      

      住田昌二（大阪市立大学名誉教授）     

（講演は『21 世紀のハウジング：住宅政策の構図』2007 年７月、ドメス出版、2200 円 

をもとにおこなわれます。） 

１５：１５～１５：３０   休 憩 

１５：３０～１７：１５   

司会進行・コーディネイター： 竹山清明（京都府立大学教授）   

■コメント（１５：３０～１６：３０） 

平山洋介 （神戸大学教授）              

      森本信明 （近畿大学教授）                    

大本圭野 （東京経済大学教授）                  

■質疑・討論（１６：３０～１７：１５） 

■懇親会  １７：３０～ 当日別途案内 

 

    会場の案内図 
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